
JLC発足40周年記念の集い



東京大会へのマイルストーン

1969年～1981年 ＩＡＲＦ日本へのひろがり



1969年 第20回世界大会（ボストン）

立正佼成会・金光教泉尾教会等が新たに加盟
したことにより、それまでの「自由キリスト
教および自由宗教の国際連盟」という名称か
ら、現行の「国際自由宗教連盟」へと変更さ
れた画期的な大会。

「国際自由宗教連盟（International Association for Religious Freedom）」としてのはじまり



当時のUUA初代会⾧のD.M.グリーリー博士によって紹介される庭野日敬立正佼成会会⾧、
三宅歳雄金光教泉尾教会⾧、中山理々日本仏教鑽仰会会⾧の各師。
この際の人間関係が翌1970年のWCRP(世界宗教者平和会議)創設に繋がった。



1981年 第24回世界大会（ライデン）

開会式で挨拶される庭野日敬立正佼成会会⾧

参加者の集合写真

庭野日敬師がアジア人初のIARF会⾧に選出
一燈園が加盟



欧州で初めて「金光教の祈り」を行う
三宅光雄師(現金光教泉尾教会⾧)

総会でスピーチを行う
三宅歳雄金光教泉尾教会⾧



1984年 第25回東京大会
アジアで初めてのIARF世界大会の成功に向けて～JLCの誕生



世界大会に向けて実行委員会を組織

(写真) 実行委員メンバー：三宅美智雄師、相大二郎氏



東京大会に先立ち多様な事前プログラムが開催された

青年会議
7月23日～26日 東海荘・研修センター
メインテーマ「光と海と未来」
サブテーマ「友愛は世界をどのように変えるか」



婦人会議
7月23日～26日 大磯アカデミーハウスにて
テーマ：精神的文化的生活の根源



プレコングレス（宗教体験）

椿大神社 7月23日～26日



プレコングレス（宗教体験）

比叡山延暦寺 7月23日～26日



プレコングレス（宗教体験）
一燈園（7月23日～26日）

相大二郎さん、
伊佐山絢子さんによる
園内の案内

山科の町に出て行願
（トイレ掃除奉仕）の
体験をされる海外から
の参加者たち



1984年7月27日 普門館を会場に第25回IARF世界大会が開幕
テーマは「宗教による平和への道：東洋の提唱ー西洋の応答」





祈りの集会（集合写真）



総会・分科会



日本の祭り（盆踊り）を楽しむ参加者たち

家庭訪問

書道体験

神道の装束体験

会期中には、日本の文化を紹介する交流プログラムや
ワークショップも開催された



ポストコングレスツアー：金光教泉尾教会での大阪シンポジウム



広島原爆資料館の見学

広島にて 原爆の犠牲者に慰霊の花を手向ける

立正佼成会呉教会での交流会

ポストコングレスツアー
広島へ



東京大会の報道記事

左：Mainichi Daily News
右：The Japan Times

文化時報
上：Mainichi Daily News
下：宗教新聞



ＪＬＣの誕生
昭和59年12月19日 JEC（日本大会実行委員）の最終会議が開催。以降のIARFの
日本での活動は「IARF日本連絡会議（Japan Liaison Committee）」を通して
展開することが決定された



JLCが参加した世界大会・関連国際会議



1987年 第26回スタンフォード大会
「21世紀に向かう世界の諸宗教」

← ↑スタンフォード大学のメモリアル
ホールの講堂で開催された開会式では、
詩人で黒人女性活動家のマヤ・アンジェ
ロー女史が基調講演を行った。

リチャード・ボーキー博士が牧師を
務めるバークレー・ユニテリアン
第一教会で行われた合同礼拝↓



1990年 第27回ハンブルグ大会
「ひとつの世界建設に向かって協力する諸宗教」

諸宗教の祈り



1993年 第28回バンガロール大会
「信仰に生きる：平和と正義のための共働き」

↑大会参加者による平和大行進

←大会バナーの前で

↑ロイチャウドハリ会⾧、
ナタリー・ガルブランセン
副会⾧らと共に



バンガロール大会で一燈園はアルバート・
シュバイツァ賞を受賞。
それを記念し、バンガロール駅のトイレで
行願（清掃奉仕）を行った。



IARF世界大会に引き続き、バンガロールで万国宗教会議百周年記念大会が開催された。



万国宗教会議100周年を記念し、同年9月、日本の伊勢でも記念大会が開催された。



会議後に訪問された一燈園でもクランプ牧師に講演いただいた（通訳：猪熊氏）
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1996年 第29回韓国（イクサン）大会
「責任ー協力ー霊性：私たち宗教者の自らへの挑戦」

この大会で椿大神社山本行隆宮司が
IARF会⾧に就任される



1999年 第30回バンクーバー大会
「地球共同体の創造：宗教者の使命」
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2002年 第31回ブダペスト大会
「宗教的自由：ヨーロッパの軌跡」
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2006年 第32回台湾（高雄）大会
「多様性における尊厳」

開会式



2010年 第33回インド（コーチ）大会
「対立を超えて和解へ－21世紀への挑戦」

開会式
ダライラマ14世法王の基調講演 →
↓開会式に出席する参加者たち
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この大会でむつみ会がIARFに加盟



一燈園より持参した「ガンジーのチャルカ」でダライ・
ラマ14世法王に糸を紡いでもらう。
ダライ・ラマ法王から始まった1本の糸を、一般参加者
にも少しずつ紡いでもらい、大会4日間で139名、⾧さ
は約80mとなった。



IARF会⾧がトーマス・マシュー氏から
金光教泉尾教会⾧・三宅光雄師へ。
「会⾧のハンマー」が引き継がれた。



2014年 第34回英国（バーミンガム）大会
「デジタル時代における信教の自由の挑戦」

開会式

総会

松井ケティ氏の講演
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2018年 第35回米国（ワシントンD.C.）大会
「諸宗教対話の再構想」

シダーレーン教会（A.ジャナマンチ師が牧師を務める
教会）にて

大会開会式



←JLC合同での「諸宗教の祈り」
朝の公園でのリハーサル風景↓



↓ 本会議の様子 ↑

ホワイトハウス前の公園から平和の行進



2023年 第36回ルーマニア（クルージュ・ナポカ）大会
「和解に向けた信仰者の役割」

開会式（諸宗教の祈り）

↑日本チャプター青年の発表

↑ハイブリッドで開催された総会
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ウクライナ支援パネルディスカッション後の記念撮影



JLC国内の活動



アイヌの歴史と文化を学ぶフィールドワーク
2001年8月28日～30日

佐藤幸雄北海道ウタリ協会事務局次⾧の講演に
耳を傾けるJLC一行

平取町立二風谷アイヌ博物館に展示されているアイヌと
神道との繋がりを連想させる祭祀用具
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JLC会議200回記念シンポジウム
『ボーダーをなくそう～日本における難民の実情を通して～』

2016年10月9日 於：一燈園



東北（遠野を中心に）の伝承、民俗信仰を学ぶフィールドワーク

2017年10月31日～11月1日

遠野・伝承園のオシラ堂

西来院の本堂で「供養絵額」を視察

“座敷童のいる旅館”の前で記念撮影



新型コロナ流行1年目となる2020年には、初めてのオンライン学習会を開催



翌2021年にもオンライン学習会が開催された。



2024年10月29日
「JLC発足40周年記念の集い」開催

 … and moving forward. 


